
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度敬老パス制度変更後の 

影響調査業務委託 

報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月 

 
  



 

 

 

 

 

目次 

 

I. 敬老パスの制度変更に伴う利用実績データ等の分析・検証業務 .......................................................... 1 

１． 対象交通の拡大に伴う影響分析 .................................................................................................................... 1 

（１） 交付者データ ............................................................................................................... 1 

（２） 新規交付者データ・返還データ ................................................................................. 30 

２． 利用上限回数の設定に伴う移動回数への影響分析（個人ごとの ICデータ） ........................... 47 

（１） IC データ利用の同意と心理的抑制感の確認のためのアンケートの実施 ................... 47 

（２） 抽出するデータの様式の検討 .................................................................................... 47 

（３） 利用上限回数の設定前後の利用状況の変化 ............................................................... 48 

３． 利用状況への影響分析（全体の ICデータの分析） ............................................................................. 66 

（１） データの概要 ............................................................................................................. 66 

（２） 単純集計結果 ............................................................................................................. 68 

（３） 利用状況への影響分析 ............................................................................................... 77 

４． まとめ ...................................................................................................................................................................... 83 

（１） 制度変更に伴う影響の分析 ........................................................................................ 83 

II. 敬老パスの市民意向に関するアンケート調査業務 .................................................................. 85 

１． 調査の目的 ........................................................................................................................................................... 85 

２． 調査票の内容確認 ............................................................................................................................................ 86 

３． 集計・分析 ............................................................................................................................................................. 94 

４． まとめ .................................................................................................................................................................... 153 

III. 敬老パスの乗り継ぎ利用の推計業務 .................................................................................... 156 

１． サンプルデータから見た乗り継ぎ状況の分析 ...................................................................................... 156 

（１） データ内容の確認 .................................................................................................... 156 

（２） サンプルデータの活用による推計方法の検討 ......................................................... 160 

２． 乗り継ぎ利用の推計 ....................................................................................................................................... 165 

３． 主な目的地の分析 ........................................................................................................................................... 168 

資料編 ......................................................................................................................................... 172 

１． 乗車・降車時間を付与した４週間データによる乗継回数の集計 ................................................... 174 

２． 敬老パスの制度変更後の影響調査に関するアンケート調査 問 35 自由記述 .................... 176 

 

 

 

  



1 

I.敬老パスの制度変更に伴う利用実績データ等の分析・検証業務 

 

１． 対象交通の拡大に伴う影響分析 
 

（１）交付者データ 

データの概要 

平成 29（2017）年 8 月～令和 5（2023）年 7 月における敬老パスの「更新」に関するデータで

あり、合計で 1,803,851 件のデータとなっている。そのデータ構成は以下の通りである。 

 

 

ラベル データ形式 特徴 

区 数値 2 桁のコード 

生年月日 日付 生まれた日付 

郵便番号 数値 7 桁の郵便番号 

負担金 数値 1000、3000、5000 円の３種類 

更新場所 数値 5 桁のコード 

更新日 日付 更新した日付 

 

このデータから、更新日について平成 29（2017）年 8 月～令和 2（2020）年 12 月を「対象交通

拡大前」、令和 3（2021）年 1 月～令和 4（2022）年 1 月を「対象交通拡大案内後」、令和 4（2022）

年 2 月～令和 5（2023）年 7 月を「対象交通拡大後」の３つに分類した。 

さらに、更新日と生年月日から「更新日の年齢」を計算し、分析に活用した。 

 

更新日の 

グループ化 

平成 29（2017）年 8 月～令和 2（2020）年 12 月を「対象交通拡大前」 

令和 3（2021）年 1 月～令和 4（2022）年 1 月を「対象交通拡大案内後」 

令和 4（2022）年 2 月～令和 5（2023）年 7 月を「対象交通拡大後」 

更新日の 

年齢 

年齢 
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また、データに含まれる「郵便番号」を活用し、鉄道沿線別に以下の通り分類した。 

 

 

 

 

 

 

図表 郵便番号によるお住まいの鉄道沿線別分類 
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（参考）敬老パスの交付率 

 敬老パスの交付率は減少を続けていたが、コロナ禍の始まった令和 2（2020）年度からその傾

向が加速しており、令和 3（2021）年度は全体の交付率が 52.9%に落ち込んだが、令和 4

（2022）年度は若干回復して 53.2%となった。 

 南区、港区、中川区、緑区といった市の南部の区では従来から交付率が低く、令和 3（2021）

年度は 50%を下回ることとなった。ただし、港区や中川区は令和 4（2022）年度も減少傾向が続

いているのに対し、緑区や南区は増加傾向が見られた。 

図表 区別の交付率の推移 
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対象交通拡大後の沿線別の交付率の推移を見ると、全体に回復傾向であるが、特に私鉄沿線で

特にその傾向が強い。 

 

 

図表 沿線別の交付率の推移 
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（参考）利用回数別交付者数の推移 

利用回数別の交付者数を見ると、約半数の人は年に 48 回（月 4 回）以下の利用となっており、

交付者の約 95%は利用上限回数の年 730 回以下となっている。 

年に 730 回を超える人は全体の約 5%程度で推移しているが、年によっては 4,380 回以上利用

する人もいるなど、大きな偏りがある。 

なお、令和 4(2022)年 4 月～令和 5(2023)年 4 月では、1,461 回以上利用する人はいなくなる一

方で、49～365 回（4 回/月～1 回/日）の利用が約 5 割となるなどコロナ禍前の状況に近づいてい

る。 

 

図表 利用回数別の交付者割合の推移 

 

 

図表 利用回数別の交付者数の推移（人） 

 

注：令和 4(2022)年 3 月 31 日までは市営交通のみの利用回数、令和 4(2022)年 4 月 1 日以降は対象

交通拡大後のすべての対象交通の利用回数 
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単純集計結果 

1) 月別の推移 

月別の推移を見ると、12～1 月に更新が多くなり、4～7 月に少なくなる傾向がある。 

経年で見ると、全体に減少傾向にある。 

 

 

図表 更新件数の月別推移 (n=1,803,851) 
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2) 更新日の年齢 

更新日における年齢を見ると、70 歳が 103,902 件と最大となっているが、77 歳で 84,402 件と

再び小さな山がある。 

 

 

 

 

図表 更新日の年齢別の更新件数 (n=1,803,851) 
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3) 管轄の区役所・支所 

 管轄の区役所・支所で見ると、千種区が 151,027 件で最も多く、次いで名東区が 130,578 件と

なっている。 

 

図表 管轄の区役所・支所別の更新件数 (n=1,803,851) 

 

 

 

 

 支所を区役所に統合した区別で見ると、緑区が 161,704 件で最も多く、次いで中川区が

153,438 件となっている。 

 

図表 管轄の区役所・支所（支所を区役所に統合）別の更新件数 (n=1,803,851) 
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4) 郵便番号 

お住まいの郵便番号を見ると、中区の中央部、守山区北部、緑区西部にお住まいの人が多く更

新している。 

 

 

 

図表 お住まいの郵便番号別の更新件数 (n=1,803,851) 
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前ページの値を 2023 年 7 月時点の介護保険第１号被保険者数で除すると、以下の通りとなっ

た。港区で多く、緑区南部で少なくなっている。 

 

 

図表 お住まいの郵便番号別の被保険者数に占める更新件数の割合 (n=1,803,851) 
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5) 鉄道沿線別 

鉄道沿線別の延べ人数を見ると、地下鉄が 1,212,800 件で最も多く、次いでその他が 243,351 件

であった。 

 

図表 鉄道沿線別の更新件数 (n=1,803,851) 

 

 

 

6) 負担金 

負担金別の更新者の延べ人数を合計すると、5,000 円が 738,660 件で最も多く、次いで 1,000 円

が 631,123 件となっている。 

 

図表 負担金別の更新件数 (n=1,803,851) 

 

 

 

 

 

 

7) 更新場所 

更新場所で見ると、名古屋駅が 67,006 件で最も多く、次いで金山駅が 61,459 件、栄駅が

56,735 件となっている。 
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図表 更新場所別の更新件数 (n=1,803,851)

 

※業務処理センターは、市内郵便局取り扱いのこと 
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制度変更に伴う影響の分析 

1) 年齢別の更新件数割合 

更新日の年齢を見ると、65～69 歳の割合が減少傾向にあるのに対し、それ以上の年齢の割合は

増加傾向にある。 

 

図表 年齢別の更新件数割合の３時点推移 

 

図表 年齢別の更新件数の３時点推移 

 

図表 年齢別の更新件数割合の年次別推移 

 

図表 年齢別の更新件数の年次別推移 
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2) 管轄の区の更新件数割合 

東区、中区といった市中心部と、昭和区、守山区、緑区、名東区、天白区といった市の周辺部の

区の割合が増加傾向にある。 

 

 

図表 管轄の区別の更新件数割合の３時点推移 

 

図表 管轄の区別の更新件数の３時点推移 

 

  

(n=1,059,884) 

(n=315,229) 

(n=428,738) 



15 

図表 管轄の区別の更新件数割合の年次別推移 

 

 

 

図表 管轄の区別の更新件数の年次別推移
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3) 鉄道沿線別の更新件数割合 

地下鉄沿線や名鉄沿線にお住まいの人の割合が増加傾向にある。 

その一方で、あおなみ線、その他の割合は減少傾向にある。 

 

 

図表 鉄道沿線別の更新件数割合の３時点推移 

 

図表 鉄道沿線別の更新件数の３時点推移 

 

  

地下鉄 あおなみ線 ゆとりーとライン 名鉄 近鉄 ＪＲ その他 不明

対象交通拡大前 707,470 38,496 21,922 84,872 18,204 27,117 144,121 17,682

対象交通拡大案内後 213,393 11,204 6,540 25,677 5,465 8,009 42,341 2,600

対象交通拡大後 291,937 14,984 8,776 35,960 7,521 11,281 56,889 1,390

(n=1,059,884) 

(n=315,229) 

(n=428,738) 
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図表 鉄道沿線別の更新件数割合の推移 

  

 図表 鉄道沿線別の更新件数の推移 

 

 

  

地下鉄 あおなみ線 ゆとりーとライン 名鉄 近鉄 ＪＲ その他 不明

2017 84,385 4,632 2,611 10,044 2,181 3,178 17,299 2,805

2018 207,508 11,376 6,482 25,080 5,360 8,091 42,616 6,037

2019 210,992 11,469 6,563 25,383 5,460 8,093 43,038 5,064

2020 204,585 11,019 6,266 24,365 5,203 7,755 41,168 3,776

2021 195,535 10,299 5,960 23,395 4,995 7,367 38,759 2,428

2022 197,414 10,202 5,915 23,934 5,041 7,414 38,555 1,280

2023 112,381 5,687 3,441 14,308 2,950 4,509 21,916 282
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(n=316,062) 
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4) 更新場所のランキングの推移 

更新場所を年単位のランキングで見ると、大曽根駅、徳重駅、星ヶ丘駅、高畑駅、中村公園駅、

藤が丘駅、黒川駅、一社駅、池下駅、茶屋ヶ坂駅、伝馬町駅（熱田神宮伝馬町駅）、平針駅、庄内通

駅、上社駅、東海通駅、といったバスや地下鉄の結節点の駅は増加傾向にある。 

一方で、栄駅や、守山区役所、南区役所、緑区役所、港区役所、中川区役所、富田支所、北区楠

支所、といった区役所・支所は減少傾向にある。 

 

図表 更新場所のランキングの推移 
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参考：区別の更新場所ランキングの推移 
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三大更新場所（名古屋駅、金山駅、栄駅）の分析 

1) 更新日の年齢の比較 

75 歳以上を比較すると、三大更新場所で大きな違いは見られないが、65～74 歳では名古屋駅

が群を抜いて多くなっている。 

図表 三大更新場所における更新日の年齢の比較 
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2) 管轄の区別の割合の推移 

名古屋駅は 2022 年以降、緑区の割合が増えている一方で、西区や中村区の割合が減っている。 

金山駅は 2022 年以降、南区や緑区の割合が増えている一方で、中区や瑞穂区や熱田区や中川区

の割合が減っている。 

栄駅は 2022 年以降、北区や守山区の割合が増えている一方で、名東区の割合が減っている。 

 

 

 

図表 三大更新場所における管轄の区別の割合の比較 

 

  

所属名 更新日の年 千種区 東区 北区 西区 中村区 中区 昭和区 瑞穂区 熱田区 中川区 港区 南区 守山区 緑区 名東区 天白区

2017 4.21% 2.38% 4.26% 13.76% 17.12% 2.01% 3.02% 2.27% 1.15% 20.47% 8.12% 3.75% 3.86% 7.54% 3.75% 2.34%

2018 4.33% 2.50% 4.19% 14.22% 16.41% 1.81% 2.26% 2.44% 1.30% 21.08% 8.59% 3.88% 3.68% 7.74% 3.49% 2.09%

2019 4.49% 2.53% 4.24% 14.31% 16.11% 1.94% 2.13% 2.41% 1.09% 21.52% 8.46% 3.95% 3.29% 7.65% 3.68% 2.21%

2020 4.08% 2.45% 4.30% 14.85% 17.82% 2.06% 1.75% 2.04% 1.20% 22.49% 8.27% 3.71% 3.38% 6.68% 3.02% 1.89%

2021 4.28% 2.34% 3.96% 15.46% 17.28% 1.91% 2.06% 2.23% 1.26% 22.50% 8.08% 3.65% 2.87% 7.06% 3.25% 1.82%

2022 3.89% 2.31% 4.12% 14.00% 15.72% 2.07% 2.06% 2.64% 1.11% 22.17% 8.09% 4.92% 3.48% 8.50% 3.07% 1.85%

2023 3.87% 2.27% 3.94% 13.68% 15.40% 1.65% 2.10% 2.44% 1.36% 21.39% 7.35% 5.78% 3.79% 9.69% 3.43% 1.85%

2017 1.59% 0.94% 2.49% 1.28% 1.03% 9.63% 5.66% 7.73% 15.32% 21.58% 7.07% 11.61% 2.54% 8.85% 1.08% 1.59%

2018 1.70% 0.74% 2.42% 1.38% 1.00% 9.03% 5.77% 7.40% 15.71% 22.09% 6.40% 11.93% 2.50% 9.20% 1.00% 1.70%

2019 1.55% 0.67% 2.26% 1.49% 1.09% 9.06% 5.89% 7.74% 15.04% 22.65% 6.85% 11.35% 2.45% 9.38% 0.90% 1.63%

2020 1.33% 0.48% 1.84% 1.14% 0.82% 10.68% 5.63% 7.48% 16.42% 24.22% 6.49% 11.33% 1.81% 8.21% 0.74% 1.38%

2021 1.00% 0.51% 2.05% 1.27% 1.04% 10.91% 5.59% 7.62% 16.42% 23.81% 5.94% 10.82% 2.00% 8.71% 0.81% 1.50%

2022 1.28% 0.63% 1.84% 1.12% 0.92% 10.41% 5.64% 7.41% 15.66% 22.56% 5.64% 12.03% 1.80% 11.16% 0.62% 1.29%

2023 1.25% 0.60% 1.79% 1.37% 0.90% 9.54% 5.96% 6.91% 14.73% 20.90% 5.40% 13.33% 2.19% 13.15% 0.56% 1.42%

2017 11.74% 9.42% 16.11% 6.07% 4.10% 6.19% 4.93% 3.19% 2.15% 4.33% 2.40% 3.54% 11.51% 4.31% 7.45% 2.57%

2018 11.36% 9.83% 16.01% 6.13% 4.12% 6.49% 4.65% 3.72% 1.71% 4.09% 2.20% 3.35% 12.50% 4.24% 7.18% 2.41%

2019 10.58% 10.36% 17.01% 6.61% 3.96% 6.56% 4.26% 3.35% 1.68% 3.98% 2.19% 3.21% 12.82% 4.48% 6.88% 2.06%

2020 10.61% 11.47% 17.06% 6.47% 3.90% 7.84% 4.12% 3.52% 1.70% 3.72% 1.98% 2.56% 12.87% 3.60% 6.46% 2.14%

2021 10.57% 11.29% 17.44% 5.97% 3.58% 7.91% 4.15% 3.12% 1.64% 4.25% 2.06% 2.59% 12.71% 3.74% 6.87% 2.13%

2022 9.81% 11.61% 16.98% 6.29% 3.64% 7.29% 3.78% 3.18% 1.48% 3.56% 2.25% 2.60% 15.22% 3.43% 6.69% 2.20%

2023 10.04% 11.45% 17.63% 5.53% 3.47% 6.56% 3.96% 3.37% 1.86% 3.43% 2.06% 2.12% 17.43% 2.97% 6.02% 2.12%

栄

駅

金

山

駅

名

古

屋

駅
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区役所・支所の分析 

区役所・支所における更新件数の推移を見ると、多くの区役所・支所で更新件数は減少傾向に

ある。 

 

図表 区役所・支所における更新件数の推移 

 

 

  

所属名 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

千種区役所 1,249 2,339 1,600 1,317 1,365 1,080 316

東区役所 842 1,801 1,510 1,409 1,361 1,201 656

北区役所 1,627 3,427 2,818 2,564 2,512 2,145 1,195

北区楠支所 1,544 3,729 3,651 3,673 3,486 3,295 1,871

西区役所 1,457 2,951 2,391 2,159 1,981 1,717 896

西区山田支所 1,466 3,504 3,334 3,222 3,086 2,905 1,644

中村区役所 1,546 3,044 2,432 2,014 2,000 1,618 650

中区役所 506 906 638 476 1,504 395 215

昭和区役所 1,123 2,371 1,848 1,621 1,640 1,410 782

瑞穂区役所 1,285 2,682 2,161 1,927 1,891 1,585 901

熱田区役所 720 1,470 1,182 1,000 1,008 909 469

中川区役所 2,827 6,056 5,138 4,723 4,474 3,611 2,046

中川区富田支所 1,602 3,816 3,647 3,640 3,480 3,387 2,006

港区役所 2,407 5,467 4,896 4,613 4,468 3,971 2,184

港区南陽支所 1,066 2,529 2,626 2,617 2,507 2,385 1,356

南区役所 3,163 7,380 6,732 6,409 6,121 5,489 3,057

守山区役所 3,202 7,187 6,487 6,356 6,398 5,900 3,451

守山区志段味支所 891 2,059 2,066 2,085 2,009 1,991 1,126

緑区役所 2,409 5,602 5,048 5,033 4,879 4,748 3,061

緑区徳重支所 1,413 3,080 2,669 2,358 2,421 2,259 1,280

名東区役所 1,469 2,548 1,793 1,588 1,600 1,216 674

天白区役所 1,606 3,215 2,575 2,422 2,340 2,036 1,142
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（２）新規交付者データ・返還データ 

単純集計結果 

1) 月別の推移 

新規交付件数は全体に減少傾向にあるが、2022 年 1 月は 3,000 件近い新規交付があった。 

 

図表 新規交付の月別推移 (n=139,019) 

 

 

返還件数は全体に増加傾向にある。 

 

図表 返還の月別推移 (n=47,159) 

  

対象交通拡大前 

対象交通拡大 

案内後 

対象 

交通 

拡大後 

対象交通拡大前 対象交通拡大 

案内後 

対象 

交通 

拡大後 
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2) 新規交付日・返還日の年齢 

新規交付件数は 64 歳で極端に大きくなっており、年齢が増加するにつれて減少している。 

 

図表 新規交付日の年齢別の新規交付件数 (n=139,019) 

 

返還数は 80～85 歳でピークとなっている。 

図表 返還日の年齢別の返還件数 (n=47,159) 
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3) 管轄の区役所・支所における新規交付件数及び返還件数 

新規交付件数は、管轄の区役所・支所で見ると、千種区が 10,625 件で最も多く、次いで名東区

が 9,561 件となっている。 

 

図表 管轄の区役所・支所別の新規交付件数 (n=139,019) 

 

 

 

 

 

新規交付件数は、支所を区役所に統合した区別で見ると、緑区が 13,848 件で最も多く、次いで

中川区が 11,961 件となっている。 

 

図表 管轄の区役所・支所別（支所を区役所に統合）の新規交付件数 (n=139,019) 
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返還件数は、管轄の区役所・支所で見ると、千種区が 3,926 件で最も多く、次いで中村区が

3,197 件となっている。 

 

図表 管轄の区役所・支所別の返還件数(n=47,159) 

 

 

 

 

返還件数は、支所を区役所に統合した区別で見ると、北区が 4,125 件で最も多く、次いで緑区

が 4,099 件となっている。 

 

図表 管轄の区役所・支所別（支所を区役所に統合）の返還件数 (n=47,159) 
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4) 鉄道沿線別 

新規交付件数については、地下鉄が 91,526 件で最も多く、次いでその他が 17,446 件であった。 

 

図表 鉄道沿線別の新規交付件数 (n=139,019) 

 

 

 

 

返還件数については、地下鉄が 27,339 件で最も多く、次いでその他が 5,555 件であった。 

 

図表 鉄道沿線別の返還件数 (n=47,159) 
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5) 負担金 

新規交付件数については、負担金額 5,000 円の対象者による件数が 79,801 件で最も多く、次い

で負担金額 3,000 円の対象者による件数が 30,571 件となっている。 

 

図表 負担金別の新規交付件数 (n=139,019) 

 

 

 

 

返還件数については、5,000 円が 19,735 件で最も多く、次いで 1,000 円が 19,468 件となってい

る。 

 

図表 負担金別の返還件数  (n=47,159) 
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6) 新規交付場所、返還場所 

新規交付場所について、ほぼすべて「交通局」であり、ごくわずかに「業務処理センター」で

あった。 

図表 新規交付場所別の新規交付件数 (n=139,019) 

 

返還場所について、ほぼすべて「交通局」であった。 

図表 返還場所別の返還件数 (n=47,159) 
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制度変更に伴う影響の分析 

1) 年齢別の割合 

 新規交付件数は、対象交通拡大後、65～74 歳が増加している。 

 

図表 年齢別の新規交付件数割合の３時点推移 

 

図表 年齢別の新規交付件数割合の３時点推移

 

 

 

図表 年齢別の新規交付件数割合の年次別推移 

 

図表 年齢別の新規交付件数の年次別推移

  

新規交付日 (グループ) 64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80-84歳 85-89歳 90歳-

対象交通拡大前 54,278 16,560 9,604 6,086 3,121 1,122 279

対象交通拡大案内後 11,900 3,453 2,122 1,203 655 222 45

対象交通拡大後 16,939 5,501 2,840 1,720 980 313 76

(n=91,050) 

(n=28,369) 

(n=19,600) 

(n=26,780) 

(n=22,416) 

(n=23,588) 

(n=18,266) 

(n=19,560) 

(n=16,737) 

(n=11,672) 
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返還件数は、対象交通拡大後、85 歳以上で増加傾向である。 

 

 

 

図表 年齢別の返還件数割合の３時点推移 

 

 

図表 年齢別の返還件数の３時点推移 

 

 

 

図表 年齢別の返還件数割合の年次別推移 

  

図表 年齢別の返還件数の年次別推移 

  

(n=26,530) 

(n=12,431) 

(n=8,198) 

(n=5,296) 

(n=7,121) 

(n=7,045) 

(n=7,068) 

(n=79,03) 

(n=7,193) 

(n=5,533) 
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2) 管轄の区の割合 

新規交付件数で見ると、熱田区や緑区で増加傾向であり、北区や中村区、瑞穂区、港区で減少

傾向である。 

 

図表 管轄の区別の新規交付件数割合の３時点推移 

 

 

図表 管轄の区別の新規交付件数の３時点推移 

 

  

新規交付日 (グループ) 千種区 東区 北区 西区 中村区 中区 昭和区 瑞穂区 熱田区 中川区 港区 南区 守山区 緑区 名東区 天白区

対象交通拡大前 6,898 3,421 7,376 5,524 5,581 3,133 4,480 4,633 2,939 7,958 5,851 5,762 6,373 8,574 6,284 6,263

対象交通拡大案内後 1,554 723 1,504 1,124 1,098 695 947 962 640 1,631 1,101 1,333 1,521 2,164 1,306 1,297

対象交通拡大後 2,173 1,120 2,212 1,678 1,607 987 1,383 1,384 934 2,372 1,584 1,824 2,063 3,110 1,971 1,967

(n=91,050) 

(n=28,369) 

(n=19,600) 
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図表 管轄の区別の新規交付件数割合の年次別推移 

 

 

 

図表 管轄の区別の新規交付件数の年次別推移 

  

(n=26,780) 

(n=22,416) 

(n=23,588) 

(n=18,266) 

(n=19,560) 

(n=16,737) 

(n=11,672) 
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返還件数で見ると、中川区で増加傾向であり、千種区や中村区で減少傾向である。 

 

 

 

 

図表 管轄の区の返還件数割合の３時点推移 

 

 

 

図表 管轄の区の返還件数の３時点推移 

 

  

(n=26,530)) 

(n=12,431) 

(n=8,198) 
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図表 管轄の区別の返還件数割合の年次別推移

 

 

 

 

 

図表 管轄の区別の返還件数の年次別推移 

  

(n=5,296) 

(n=7,121) 

(n=7,045) 

(n=7,068) 

(n=7,193) 

(n=79,03) 

(n=5,533) 
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3) 鉄道沿線別の割合 

新規交付件数で見ると、名鉄・JR 沿線が増加傾向の一方で、あおなみ線やゆとりーとラインや

その他が減少傾向である。 

 

 

 

図表 鉄道沿線別の新規交付件数割合の３時点推移 

 

 

図表 鉄道沿線別の新規交付件数の３時点推移 

 

 

  

新規交付日 (グループ) 地下鉄 あおなみ線 ゆとりーとライン 名鉄 近鉄 ＪＲ その他 不明

対象交通拡大前 59,470 3,222 1,871 7,695 1,765 2,587 11,768 2,672

対象交通拡大案内後 12,998 552 385 2,056 376 638 2,304 291

対象交通拡大後 19,058 896 519 2,803 544 963 3,374 212
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図表 鉄道沿線別の新規交付件数割合の推移 

 

 

 

図表 鉄道沿線別の新規交付件数の推移 

 

  

(n=26,780) 

(n=22,416) 

(n=23,588) 

(n=18,266) 

(n=19,560) 

(n=16,737) 

(n=11,672) 
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 返還件数について、特徴的な傾向は見られない。 

 

 

 

図表 鉄道沿線別の返還件数割合の３時点推移 

 

 

 

図表 鉄道沿線別の返還件数の３時点推移 

 

  

(n=26,530) 

(n=12,431) 

(n=8,198) 



46 

図表 鉄道沿線別の返還件数割合の推移 

  

 

 

 

 

図表 鉄道沿線別の返還件数の推移 

  

(n=5,296) 

(n=7,121) 

(n=7,045) 

(n=7,068) 

(n=7,193) 

(n=79,03) 

(n=5,533) 
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２． 利用上限回数の設定に伴う移動回数への影響分析（個人ごとの IC

データ） 
 

（１）ICデータ利用の同意と心理的抑制感の確認のためのアンケートの実施 

 

IC データ利用の同意を得るために、令和 3(2021)年と令和 4(2022)年にそれぞれ、市内にお住ま

いの 65 歳以上の敬老パス所持者 1,000 人に対してアンケートを行い、その中で IC カードデータ

利用の同意を得た 1,197 人のデータを分析した。 

なお、令和 4(2022)年のアンケートの詳細は「II.敬老パスの市民意向に関するアンケート調査業

務」に示す通りである。 

 

 

（２）抽出するデータの様式の検討 

 

平成 31 年 4 月～令和 5 年 7 月における上記 1,197 人の敬老パスの乗車実績件数に関するデータ

（合計で 1,827,871 件）について分析した。そのデータの仕様は以下の通りである。 

 

図表 乗車実績データの仕様 

ラベル データ形式 特徴 

管理番号 文字列（8 桁） 8 桁のコードで、1 乗車ごとに割り振られる 

区番号 文字列（3 桁） 22 種類の区役所・支所コード 

生年月日 日付型 例：2022/04/01 

負担金 整数（4 桁） 1000、3000、5000 の３種類 

交通機関名 文字列（2 桁） 交通機関記号、交通局のみ（KH） 

一件明細 ID 整数型（17 桁） 交通機関（市バスと地下鉄は別）別に利用明細を管理

するための 17 桁のコード 

乗車年月日 日付型 例：2022/04/01 

乗車駅 文字列（可変長） 乗降した駅名または「市バス」 

※市バスについては乗車・降車停留所ともに不明であ

るため「市バス」と表記。 

※鶴舞線等を通じて市外に出入りした際には、出入り

する際の乗車駅が不明の場合がある。 

降車駅 文字列（可変長） 

利用金額 整数型（1 桁） 運賃 

※交通局については「0」と表示 

乗車時間 日付型 例：06:00 ※24 時間表記 

降車時間 日付型 例：06:00 ※24 時間表記 
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（３）利用上限回数の設定前後の利用状況の変化 

回答者属性 

1) 生年 

 

図表 生年別の実人数(n=1,197) 

 

 

 

 

 

 

 

図表 負担金別の実人数 (n=1,197) 
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2) お住まいの区・郵便番号 

 

 

図表 管轄の区・支所、お住まいの郵便番号別の実人数 (n=1,197) 
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3) 利用回数上位 50名 

 

 

図表 利用回数上位 50名の利用回数 
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区・支所名 市バス 地下鉄 あおなみ線 ガイドウェイバス 名鉄電車 JR 近鉄電車 名鉄バス 三重交通

天白区 5,212 3,468 5 41 6 2 235 76

名東区 821 7,374

名東区 4,084 4,026 19 5 7

千種区 6,460 1,416 1 16

中川区 5,027 2,263 17 64 16

緑区 4,020 2,898 247

西区 3,965 2,769 33 372 1

東区 4,474 2,408 55

瑞穂区 4,367 2,497 7 1

西区 4,308 2,420 2

熱田区 6,334 388

南区 3,379 2,582 643 1

徳重支所 3,168 3,353

名東区 3,523 2,990

名東区 2,967 3,143 332 1 18

港区 4,624 1,767 46 1

名東区 4,103 2,216 12

名東区 3,230 3,046

昭和区 3,771 2,348

昭和区 4,590 1,443 2 1

山田支所 2,410 3,599 2

南区 5,146 800

西区 21 1

名東区 446 5,469 8 15 2

南区 68 5,813

瑞穂区 2,855 3,019

北区 2,412 3,419

千種区 2,698 3,106 11

天白区 5,393 417 1

瑞穂区 2,526 2,966 215 32

徳重支所 2,715 2,912

天白区 3,512 2,094

名東区 1,703 1,852

守山区 965 939

徳重支所 3,072 2,379

南区 3,587 1,822 5

富田支所 4,185 1,192

昭和区 3,614 1,720

中区 4,600 643

瑞穂区 3,225 2,001

天白区 2,712 2,474

天白区 4,034 1,073 44

徳重支所 5,065 38

名東区 2,317 2,496 289

港区 4,288 805 4

名東区 2,418 2,549 2 29

瑞穂区 3,120 1,834 1

守山区 1,495 3,422

港区 3,914 992

西区 2,931 1,961 3

天白区 2,949 1,001 2

山田支所 620 290 2 18

徳重支所 2,271 2,543
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単純集計 

1) 日別の利用回数 

コロナ禍に伴う緊急事態宣言により利用が落ち込む時期が見られ、全体的に利用回数は減少傾向

である。 

 

図表 日別の利用回数 (n=1,827,871) 

 

  

対象交通拡大前 対象交通拡大 

案内後 

第 2回緊急事態 

(21/1/8-3/21) 

第 1回緊急事態 

(20/4/7-5/25) 

第 3回緊急事態 

(21/4/25-6/20) 
第 4回緊急事態 

(21/7/12-9/30) 

対象交通拡大後 
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利用回数上位 5名の分析 （利用回数推移と 4半期ごとの乗車駅別利用回数） 

 

 

天白区にお住まいの方 

 

 

 

 

 

  

交通機関 2022年2月 2022年3月 2022年4月 2022年5月 2022年6月 2022年7月 2022年8月 2022年9月 2022年10月 2022年11月 2022年12月 2023年1月 2023年2月 2023年3月 2023年4月 2023年5月 2023年6月 2023年7月

市バス 1

地下鉄 3 7 18 6 10 33 37 34 53 57 62 50 52 57 52 57 64 59

あおなみ線 2 3

名鉄電車 2 2 3 2 1 1 4 12 11 1 2

JR 5 1

近鉄電車 2

名鉄バス 47 39 53 15 11 3 10 25 23 4 2 3

三重交通 3 2 2 12 13 30 14

第 2回緊急事態 

(21/1/8-3/21) 

第 1回緊急事態 

(20/4/7-5/25) 

第 3回緊急事態 

(21/4/25-6/20) 

第 4回緊急事態 

(21/7/12-9/30) 

対象交通拡大前 対象交通拡大案内後 対象交通拡大後 
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（乗車駅と乗車回数の推移） 
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名東区にお住まいの方 

 

 

 

 

（乗車駅と乗車回数の推移） 

  

第 2回緊急事態 

(21/1/8-3/21) 

第 1回緊急事態 

(20/4/7-5/25) 

第 3回緊急事態 

(21/4/25-6/20) 

第 4回緊急事態 

(21/7/12-9/30) 

対象交通拡大前 対象交通拡大案内後 対象交通拡大後 
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名東区にお住まいの方 

 

 

 

 

 

 

  

交通機関 2022年2月 2022年3月 2022年4月 2022年5月 2022年6月 2022年7月 2022年8月 2022年9月 2022年10月 2022年11月 2022年12月 2023年1月 2023年2月 2023年3月 2023年4月 2023年5月 2023年6月 2023年7月

市バス 87 116 107 79 23 58 64 58 37 34 36 16

地下鉄 98 118 94 68 24 71 53 53 40 38 34 16

あおなみ線 3 5 5 4 2

ガイドウェイバス 5

JR 2 2 1 2

第 2回緊急事態 

(21/1/8-3/21) 

第 1回緊急事態 

(20/4/7-5/25) 

第 3回緊急事態 

(21/4/25-6/20) 
第 4回緊急事態 

(21/7/12-9/30) 

対象交通拡大前 
対象交通拡大案内後 

対象交通拡大後 
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（乗車駅と乗車回数の推移） 
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千種区にお住まいの方 

 

 

 

 

 

（乗車駅と乗車回数の推移） 

 

  

交通機関 2022年2月 2022年3月 2022年4月 2022年5月 2022年6月 2022年7月 2022年8月 2022年9月 2022年10月 2022年11月 2022年12月 2023年1月 2023年2月 2023年3月 2023年4月 2023年5月 2023年6月 2023年7月

市バス 154 11 26 16 85 32 35 78 132 71 14 5 60 40 6 8 13 11

地下鉄 25 3 4 10 13 10 8 12 23 20 15 10 18 21 10 9 8 8

JR 1

名鉄バス 2 2 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1

第 4回緊急事態 

(21/7/12-9/30) 

第 2回緊急事態 

(21/1/8-3/21) 

第 1回緊急事態 

(20/4/7-5/25) 

第 3回緊急事態 

(21/4/25-6/20) 

対象交通拡大前 対象交通拡大案内後 対象交通拡大後 
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中川区にお住まいの方 

  

 

 

（乗車駅と乗車回数の推移） 

  

交通機関 2022年2月 2022年3月 2022年4月 2022年5月 2022年6月 2022年7月 2022年8月 2022年9月 2022年10月 2022年11月 2022年12月 2023年1月 2023年2月 2023年3月 2023年4月 2023年5月 2023年6月

市バス 108 102 85 95 78 21 70 61 94 94 100 92 75

地下鉄 56 58 45 46 49 9 24 15 17 13 27 18 16

あおなみ線 2 4 3 1 1 1 3 1 1

名鉄バス 9 16 4 8 14 6 5 1 1

三重交通 2 1 1 1 2 2 4 3

第 4回緊急事態 

(21/7/12-9/30) 

第 2回緊急事態 

(21/1/8-3/21) 

第 1回緊急事態 

(20/4/7-5/25) 

第 3回緊急事態 

(21/4/25-6/20) 

対象交通拡大前 対象交通拡大案内後 対象交通拡大後 
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対象交通拡大に伴う私鉄の利用状況 （令和 4(2022)年 2月より私鉄利用開始） 

1) 月別・交通機関別の利用回数 

 対象交通拡大に伴い、私鉄の利用回数が堅調に推移するも、交通局の利用回数は減少傾向にある。 

 

 

 

図表 月別・交通機関別の利用回数 (n=1,827,871) 

 

  

 

 

  

交通機関 2022年2月 2022年3月 2022年4月 2022年5月 2022年6月 2022年7月 2022年8月 2022年9月 2022年10月 2022年11月 2022年12月 2023年1月 2023年2月 2023年3月 2023年4月 2023年5月 2023年6月 2023年7月

市バス 14,992 17,871 17,028 17,213 17,408 16,053 14,585 14,074 14,467 13,313 13,261 12,381 12,403 13,774 12,957 12,751 12,514 12,329

地下鉄 14,583 17,526 17,263 17,122 17,154 15,509 14,240 14,339 15,293 14,795 14,788 13,545 13,355 15,309 13,972 13,934 13,526 13,099

あおなみ線 243 321 318 333 355 304 246 177 244 279 250 179 203 283 268 275 265 216

ガイドウェイバス577 694 656 616 618 537 461 487 578 506 518 488 481 556 549 485 410 410

名鉄電車 746 1,129 1,182 1,116 1,286 1,133 976 1,120 1,232 1,229 1,177 1,147 1,099 1,291 1,132 1,164 1,201 1,111

JR 400 496 529 508 532 493 438 413 441 400 409 394 432 524 520 518 479 500

近鉄電車 87 131 120 116 121 117 102 121 107 83 61 67 85 94 103 101 112 88

名鉄バス 105 187 170 193 194 167 168 185 251 203 217 175 155 182 151 165 196 172

三重交通 22 27 25 24 13 2 13 14 38 28 4 11 14 4 10 9

対象交通拡大前 対象交通拡大案内後 対象交通拡大後 

第 4回緊急事態 

(21/7/12-9/30) 

第 2回緊急事態 

(21/1/8-3/21) 

第 1回緊急事態 

(20/4/7-5/25) 
第 3回緊急事態 

(21/4/25-6/20) 
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2) 私鉄利用駅上位 30位 

 

金山駅や大曽根駅と言った乗継駅以外にも、鳴海駅や有松駅といった市バス停留所のある私鉄

駅も利用が見られている。 

 

 

※「交通局駅」は、地下鉄駅で乗車して鶴舞線や上飯田線から直通して名鉄駅で降りた場合に表

示される駅名。（例えば八事駅で乗車して直通して名鉄の豊田市駅や中小田井駅で降車した場

合） 
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3) 私鉄等利用者（200回以上利用した人のみ抽出）の私鉄等利用状況 
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4) 私鉄利用上位３名の利用状況 

南陽支所管内にお住まいの方 

 

 

 

 

（乗車駅と乗車回数の推移） 

 

 

  

第 2回緊急事態 

(21/1/8-3/21) 

第 1回緊急事態 

(20/4/7-5/25) 
第 3回緊急事態 

(21/4/25-6/20) 

第 4回緊急事態 

(21/7/12-9/30) 

対象交通拡大前 対象交通拡大案内後 対象交通拡大後 
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緑区にお住まいの方 

 

 

 

 

（乗車駅と乗車回数の推移） 

 

 

  

第 2回緊急事態 

(21/1/8-3/21) 

第 1回緊急事態 

(20/4/7-5/25) 
第 3回緊急事態 

(21/4/25-6/20) 
第 4回緊急事態 

(21/7/12-9/30) 

対象交通拡大前 対象交通拡大案内後 
対象交通拡大後 
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守山区にお住まいの方 

 

  

 

 

（乗車駅と乗車回数の推移） 

 

 

 

 

  

第 2回緊急事態 

(21/1/8-3/21) 

第 1回緊急事態 

(20/4/7-5/25) 
第 3回緊急事態 

(21/4/25-6/20) 
第 4回緊急事態 

(21/7/12-9/30) 

対象交通拡大前 対象交通拡大案内後 

対象交通拡大後 
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３． 利用状況への影響分析（全体の ICデータの分析） 
（１）データの概要 

 

令和 4（2022）年 2 月～令和 5（2023）年 7 月における敬老パスの乗車実績件数に関するデータ

（合計で 77,133,513 件）について分析した。そのデータの仕様は以下の通りである。 

 

 

図表 乗車実績データの仕様 

ラベル データ形式 特徴 

区 文字列（3 桁） 22 種類の区役所・支所コード 

生年月日 日付型 例：2022/04/01 

郵便番号 文字列（7 桁） 7 桁の郵便番号 

負担金 整数（4 桁） 1000、3000、5000 の３種類 

管理番号 文字列（8 桁） 8 桁のコードで、1 乗車ごとに割り振られる 

交通機関名 文字列（2 桁） 交通局、あおなみ線、ガイドウェイバス、 

名鉄電車、名鉄バス、JR、近鉄電車、三重交通、 

の 8 種類のコード 

一件明細 ID 整数型（17 桁） 交通機関（市バスと地下鉄は別）別に利用明細を管理

するためのコード 

乗車年月日 日付型 例：2022/04/01 

乗車駅 文字列（可変長） 乗降した駅・停留所名 

※市バスについては乗車・降車停留所ともに不明であ

るため「市バス」と表記。 

※鶴舞線等を通じて市外に出入りした際には、出入り

する際の乗車駅が不明の場合がある。 

降車駅 文字列（可変長） 

利用金額 整数型（可変長） 運賃 

※交通局については「0」と入力 

有効期間始期 日付型 例：2022/04/01 

有効期間終期 日付型 例：2022/04/01 

 

 またこれらのデータの「交通機関名」の、「交通局、あおなみ線、ガイドウェイバス」を「地下

鉄」、「名鉄電車、JR、近鉄電車」を「私鉄」、それ以外を「その他」の 3 つに分類した。この３分

類を用いて郵便番号を以下の通りに分類した。 
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図表 郵便番号によるお住まいの鉄道沿線別分類（３分類） 
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（２）単純集計結果 

乗車件数の月別推移 

月別の推移を見ると、令和 4（2022）年 6・10 月あたり、令和 5（2023）年 3 月がピークとなっ

ている。 

 

図表 乗車件数の月別推移（延べ人数） （n=77,133,513） 

 

 

 

 

実利用者数（管理番号数）の月別推移 

月別の推移を見るとおおむね横ばいに推移している。 

 

図表 実利用者数（管理番号数）の月別推移（実人数） (n=318,716) 
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有効期限内利用回数の利用者数ヒストグラム（有効期限内利用のみ計算） 

利用回数別の利用者数を見ると、延べ約 40 万人が 0～73 回の利用である。他方、上限となる 730

回を超えている人が延べ約 5000 人いる。 

 

図表 利用回数の利用者数ヒストグラム (n=318,716) 
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交通機関別 乗車件数 

全期間を対象に交通機関別に見ると、地下鉄が約 3,674 万回と最も高く、次いで市バスが約 3,277

万回である。 

 

 

図表 交通機関別乗車件数 （n=77,133,513） 
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負担金別乗車件数 

全期間を対象に負担金別に見ると、5,000 円が約 3,748 万回と最も高く、次いで 1,000 円が約

2,526 万回である。 

 

図表 負担金別乗車件数 （n=77,133,513） 
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居住区別 乗車件数 

居住区別に見ると、千種区が約 817 万件と最も高く、次いで名東区が約 687 万件である。 

 

図表 居住区別乗車件数 （n=77,133,513） 
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生まれ年別 乗車件数 

生まれ年別に見ると、昭和 24（1949）年生まれ（令和 5（2023）年に満 74 歳）付近が最も多い。 

 

図表 生まれ年別乗車件数 （n=77,133,513） 
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鉄道沿線居住別 乗車件数 

鉄道沿線居住別に見ると、地下鉄沿線の利用回数が約 5,837 万回最も高く、次いでその他が約

1008 万回である。 

 

図表 鉄道沿線居住別乗車件数 （n=77,133,513） 
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乗車駅別 乗車件数 

乗車駅別に見ると、名古屋駅が最も高く、次いで栄、金山となる。 

 

図表 乗車駅別乗車件数（乗車駅上位 20位のみ） （n=77,133,513） 
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降車駅別 乗車件数 

降車駅別に見ると、名古屋が最も高く、次いで栄、金山となる。 

 

図表 降車駅別乗車件数（降車駅上位 20位のみ） （n=77,133,513） 

 

 

 

 

  



77 

（３）利用状況への影響分析 

交通機関別利用回数とシェアの推移 

 交通機関別のシェアをみると令和 4（2022）年 2 月から徐々に交通局のシェアが減り、その他の

交通機関のシェアが増えている。 

 

図表 交通機関別利用回数 

 

図表 交通機関別利用回数のシェア 
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区別利用回数とシェアの推移 

 JR や名鉄が通る緑区のシェアは、令和 4（2022）年 2 月で 7.7％であるが、令和 5（2023）年 2

月では 8.3％と増加している。また西区でもわずかにシェアが拡大している。 

図表 区別利用回数 

 

 

図表 区別利用回数のシェア 
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最寄り鉄道種別利用回数とシェアの推移 

 最寄り鉄道種別でみると特徴的な傾向はみられない。 

 

図表 最寄り鉄道種別利用回数 

 

図表 最寄り鉄道種別利用回数のシェア 
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負担金別利用回数とシェア 

 3000 円の負担金の利用回数がわずかに増加している。 

 

図表 負担金別利用回数 

 

図表 負担金別利用回数のシェア 
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730回以上の利用者数の推移とシェア 

 730 回以上の利用者数の推移をみると、月が経つにつれて 730 回以上の利用者数は減少傾向であ

る。 

 

図表 利用回数別利用者数 

 

 

図表 利用回数別利用者数 
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郵便番号別令和 4年（2022）7月に対する令和 5（2023）年 7月の利用回数比 

 郵便番号別に令和 4（2022）年 7 月に対する令和 5（2023）年 7 月の利用回数比を算出したとこ

ろ、名鉄や JR が通る緑区では全体的に利用回数が増加している。 

 

図表 郵便番号別令和 4年（2022）7月に対する令和 5（2023）年 7月の利用回数比 

 

 

  


































